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⼟佐町の概況







■町⾯積︓212.13km3
■⾼知市の北、四国の中央部に位置する⼭間の町
■四国の⽔瓶「早明浦ダム」がある⽔源地

■⼈⼝︓約3,750⼈（2021国勢調査）→2040年推計︓約2,329⼈
■⾼齢化率︓約47%
■合計特殊出⽣率︓1.61（2013-2017）
■有配偶率︓54％、有配偶出⽣率︓102.9（2015）

■基幹産業は第１次産業︓
棚⽥（稲作・酒⽶）
⼟佐あか⽜の国内最⼤⽣産地
林業（森林率86%、うち⼈⼯林率82％）

■産業別付加価値額では「医療・福祉」が４割占める

■SDGs未来都市（2020年度〜）
「SDGsと住⺠幸福度に基づく“誰ひとり取り残されない”持続可能なまちづくり」
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これまでの少⼦化対策の状況
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⼟佐町第２期⼦ども・⼦育て⽀援事業計画

①出産祝⾦
第１⼦・第２⼦ 10万円
第３⼦以降 20万円

②保育料無償化
平成31年4⽉から第１⼦含め無償化

③給⾷費無償化
学校給⾷（保⼩中）
平成31年4⽉から

④⾼校⽣まで医療費無償化

①⾼等学校魅⼒化事業
②⼩中学校での総合学習、学校応援団
③保育園での多様性教育
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SDGs視点での少⼦化対策

・持続可能な⼟佐町としていくため、少⼦化対策は必
須。周辺地域と⽐較してTFRは⾼めだが、出産傾向
及び産業構造の偏り（≒⼦育て世代及び若者世代の
雇⽤の偏り）が今後リスク化している可能性がある
と分析

・本モデル事業での分析と、SDGs推進で実施している
他の調査事業なども参照しながら、町の状態を可能な
限り定量的に把握するとともに、

①町の総合計画のモニタリング指標の精査及び反映
②少⼦化施策（他の施策との連関を意識）のブラッ
シュアップや、新規施策の⽴案（予算化等）

につなげていきたいと考えた。

・現在、町の取り組み全体としては10のゴールに対し
45の具体的⾏動と、149の評価指標を設定



実施した調査及び検討、成果
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モデル事業の実施概要
実践① ワーク①合同 実践② ワーク②府県別

時期 6月 8月 8ｰ9月 10月

実施内容

•国勢調査等をベースにした
定量的データの把握（TFRの
内訳、未婚率、人口動態等）
•データを踏まえた仮説設定

•仮説についての有識者を交えた検
討
•現状の要因分析及び課題等の明
確化

•近年の出産状況の把握（TFRに占める
第３⼦以降出⽣の割合が⾼い理由の分
析）、移住者等の出⽣動向の分析
•仮説設定

•仮説についての意見交換
•ネクストアクションの設定

得られた成果
•他地域と比較した町の出生
傾向等の把握、強み・弱み
分析

•設定した仮説についての検証
•今後の検証の方向性の設定

•町の近年の出⽣状況の変化の把握
• TFRの偏り要因の分析

• TFR偏り要因の特定
•ネクストアクションの設定

実践③ ワーク③府県別 実践④ ワーク④合同

時期 10-11月 12月 12-1月 2月

実施内容

•子育て世代の住民に対する
ヒアリング
•出生数全体に占める多子世
帯の割合の分析

•左実践報告
•町の検討の方向性や、それを実施
していく上での体制面の課題につ
いて検討

•子育て世代の住民に対するヒアリン
グ
•ヒアリング結果等を踏まえた町の少
子化対策の方向性や、その進捗を把
握するための指標等の明確化

• 1年間の検討結果の報告
•次年度以降の取り組み体制や実
施内容についての報告

得られた成果
•住民目線で見た定性的な町
の子育て環境の把握

•ヒアリング等の方向性の明確化
•今後の進め方の確認

モデル事業を通じて達成したい⽬標
2021年度 2022年度 2023年度～（将来）

達成したいこと

•町の少子化の状況をモニタリングするの
に適した指標の明確化及び目標値の設
定
•少子化対策を推進する部署の明確化

•上記の⽬標値を達成していく上で有効な施策
を明らかにするとともに、試⾏的にいくつかの事業
を実施し、重点施策を具体化する。

•重点施策の実施
•TFR2.1以上の実現
•多子世帯の増加

実施した内容
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実施した内容

１．「地域アプローチ」での分析
統計等を通じた⼟佐町の状況の把握

２．町全域データに対する個別性に着⽬した精査
町全体の状況を踏まえつつ、地域特性や世帯状況による際を分析

３．ヒアリングを通じた検討
個⼈単位での少⼦化対策に係る状況の把握

⿃の⽬

⾍の⽬

⿂の⽬
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「地域アプローチ」での分析

・全体として、他地域との⽐較の上では必ずしも
少⼦化状況として悪い状況ではない。

・合計特殊出⽣率として、第３⼦以降の割合が⾼知県
平均に対して⼤きく偏ることが特徴的

・⾼等教育機関や就職先が少ない中⼭間地域の特性で、
男⼥とも10代中盤からの転出率が⾼い。
⼀⽅で、転⼊率についても男⼥とも、⾼知県平均より
⾼く、特に30代後半から40代前半の⼦育て世代に
おいて、その傾向がある。

・第３⼦以降内訳が⾼い理由として、下記２点の
可能性を想定
①⼦だくさんの家庭が多い
②第２⼦まで他地域で出⽣し、その後UIターン
している家庭が多い
※感覚知として、それらの発⽣に地域差︖

・双⽅について、地元︓移住者の割合や、町内の
地域特性を踏まえて分析する
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町全域データに対する個別性に着⽬した精査
・出⽣に占める移住者世帯の割合は、⼈⼝に占める
移住者の割合に対し⾼め。また全体の出⽣数に影響

・第４⼦以上の⼦だくさん家庭が⼀定数存在。また、
同じような規模の⼈⼝圏（旧⼩学校区）や地区単位
でも、⼦どもの割合には⼤きな違い。

・⼀⽅で全体の出⽣数は横ばい状態であり、上記の
⼦だくさん家庭の影響で、全体の出⽣数が維持され
ている可能性がある。

・出⽣⾃体に、経済（仕事、収⼊）、環境（居住地
の⽴地や⾃然環境等）、社会（地域特性、家庭の
状況）が⼀定関連すること⾃体は間違いない。

・⼀⽅で、それらについての個⼈個⼈の受け⽌め⽅
は千差万別であり、安易な関連づけはすべきでな
いのではないか︖

・より個⼈個⼈の視点で出⽣や⼦育てにポジティブ
に寄与している要因を把握していくことが必要
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ヒアリングを通じた検討

独⾝／夫婦⼦無／夫婦⼦有

【共通項】
・いずれの分類において
も、地域コミュニティ
のサポート（関係性の
密さ）に対する期待及
び⾼感度が⾼い

【違い】
・⼦有属性になるほど、
⽣活環境に対する意⾒
が、肯定的／否定的い
ずれにおいても具体的
に出てくる。

例）顔の⾒える⼈間関係
⾃然環境・⽔
経済的⽀援
病院等の遠さ
選択肢の少なさ・
多様性

町出⾝／移住

【共通項】
・いずれの分類において
も、第１⼦出⽣の際の
不安感や第２⼦以降出
⽣時における家族等の
サポートに対する期待
は⾼い。
・いずれにおいても病児
病後時保育等、仕事と
の両⽴ニーズがある

【違い】
・家の確保の苦労、近居
の親類等のサポート
・移住者層ほど、出⽣サ
ポートに対する具体性
が⾼い。

例）ドゥーラ、
森のようちえん、
ママカフェ・
プレママカフェ

町在住／町外在住

【共通項】
・いずれにおいても、親
類等、出産時や乳児期
におけるサポートは何
らかのかたちで得てい
る

【違い】
・町外在住者について、
より住む場所や仕事に
ついての不安感が強い。
・町外在住者ほど、⼟佐
町での⼦育てのイメー
ジが抽象的

■個⼈個⼈を取り巻く状況と、出⽣や⼦育ての
状況、⼦育て環境に対するニーズを把握する
ことで、「誰ひとり取り残されない」少⼦化
対策のあり⽅を検討する。

■20代〜50代の男⼥を対象にヒアリング実施
→下記の３軸で分類、⼀定の傾向値を把握
① 独⾝／夫婦⼦ども無／夫婦⼦ども有
② 町出⾝者（⽣涯町在住／Uターン）／
町外出⾝（移住）

③ 町在住／
町外在住（将来的なUターン希望）

⼟佐町の少⼦化状況は現時点において、必ずし
も悪くはない（むしろ良好）

⼀⽅で、今後もそれを持続可能にしていく観点
で状況を⾒ると、様々な懸念事項が⽣じている

現時点では、それらはマクロな傾向ではなく、
個⼈レベルや⼩地域単位での違いとして発⽣。

このため、町の状況を把握する上でも、よりひ
とりひとりの特性を踏まえながら分析をしてい
くことが必要。ごく⼩規模な⾃治体だからこそ、
そうしたことができる。



今後の展望
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今後の展望

■施策とコミュニティ
・制度や施策で「⾯」でカバーしていく部分と、
地域特性等を踏まえて、よりコミュニティや共助の振興を軸に
進めていく部分の明確化が必要
→前者としては、住宅環境や仕事⾯の充実
→後者として、メンタルケアや⼦育てサポート等は、
地域特性や個⼈の経済・社会状況によっても、
対策に違いが⽣じる

■指標の設定
・住宅確保件数等のアウトプット指標は、ある程度想定可能
・⼀⽅で、⼦育てに対する安⼼感等をどのように把握していくか
については、今後より検討を進めていくことが必要。


